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マルコ福音書13章の分析：神殿の崩壊と終わり
の日の預言

 

マルコ福音書の13章を分析しました。この章では、イエスが神殿が崩される日について語り、弟子たちから
「その日はいつ起こるのか」「どんな印がありますか」という質問に対して答えています。この箇所は、マ
タイ福音書やルカ福音書にも類似の記述がありますが、マルコ福音書の中での位置づけを考えることが重要
です。具体的には、11章から13章までが一つの流れを構成しており、神殿に関連する出来事やイエスの教え
が中心となっています。また、この章にはダニエルの預言が数多く引用されており、終わりの日の予言と深
く結びついています。

文脈：マルコ福音書11章から13章

マルコ福音書11章から13章は、イエスがエルサレムに入り、神殿での出来事を中心に展開します。11章で
は、イエスが柔和な王として神殿に入り、商業活動を追い出して神殿を清めます。12章では、パリサイ人や
律法学者といった偽善者たちに対して知恵ある応答で対抗し、神の国の真理を教えています。そして13章で
は、神殿の崩壊と終わりの日に関する予言が語られます。これらの章は、「権威ある王としてのイエスが偽
善を裁き、新しい神殿を建てる」というテーマでつながっています。11章と12章では、イエスが知恵と権威
を持つ王として偽善者を裁く姿が描かれ、13章ではその王が神殿を崩し、新しい神殿を建てるための裁きと
予言を告げるのです。

神殿の崩壊と新しい神殿の建設

イエスは弟子たちに、神殿が崩される日が来ると予言します。弟子たちが「その日はいつですか」「どんな
印がありますか」と尋ねたのに対し、イエスは具体的な出来事や警告を述べます。しかし、この神殿の崩壊
は単なる物理的な破壊以上の意味を持ちます。イエスは「三日で神殿を建てる」と語っており、これはご自
分の体、すなわち教会を指しています（マルコ14章58節参照）。つまり、古い神殿（エルサレムの神殿）が
崩されることで、新しい神殿（キリストの体である教会）が建てられ、新しい天地が到来するのです。この
預言は、ダニエル書にある「知恵あるソロモンが建てた神殿が壊される」という言葉とも結びついており、
終わりの日に神の救済計画が成就することを示しています。

ダニエルの預言との関連

マルコ福音書13章には、ダニエルの預言が頻繁に登場します。例えば、「荒らす憎むべき者が立つ」（ダニ
エル9章27節）、「かつてなかったような患難が起こる」（ダニエル12章1節）、そして「人の子が雲に乗っ
てくる」（ダニエル7章13節）といった表現が使われています。これらは、「その日はいつですか」「どんな
印がありますか」という弟子たちの質問に対する答えの一部です。ダニエルの預言は、イエスの言葉と重な
り合い、神殿の崩壊や終わりの日の裁きと救いを予告しています。イエスはこれらの引用を通じて、ご自分
が本物の予言者であり、神の救済計画を完成させる王であることを示しているのです。

偽予言者への警告
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イエスは「偽予言者に騙されるな」と何度も警告します（マルコ13章5-6節、21-23節）。偽予言者は終わり
の日に現れ、人々を惑わす存在です。しかし、イエスは「私の言葉は滅びることがない」と宣言し（13章31
節）、真の予言者としての権威を強調します。この戦いは、単なる言葉の応酬ではなく、神の民である教会
を守り、導くためのものです。偽予言者や偽善者は、これまでの章で描かれた「悪霊に取りつかれた者」や
「サタンのしもべ」と同じ意味を持ち、イエスが知恵と権威で立ち向かう敵です。11章から13章では癒しや
悪霊の追い出しといった奇跡が直接描かれていませんが、偽予言者との戦い自体が神の国の到来を告げる重
要な出来事として位置づけられています。

弟子たちへの忠実さと耐え忍びの要求

イエスは弟子たちに、患難や迫害が来ることを予告し、「耐え忍ぶ者は救われる」と励まします（13章13
節）。また、「その日はいつか分かりませんから、目を覚ましていなさい」と警告し（13章35-37節）、霊
的な覚醒を求めています。さらに、「福音を述べ伝える責任を果たしなさい」と命じ、迫害の中でも御霊が
言葉を与えると約束します（13章11節）。これは、弟子たちが預言者として、神の下僕として忠実に証しを
する責任を負っていることを意味します。イエスは「しもべのたとえ」を用いて、主人（イエス）が帰って
くるまで責任を果たすよう教えています（13章34-37節）。特に12弟子には、福音を伝え、裁きの日を待ち
望む預言者としての役割が与えられているのです。

終わりの日の裁きと救い

イエスは、終わりの日について「患難は来るが、終わりはまだです」と語り（13章7-8節）、その後に「大患
難」が訪れると予告します（13章19節）。この大患難の後、「人の子が雲に乗って栄光の座につく」のを見
ることになると述べています（13章26節）。この日は、ノアの洪水の日のように突然訪れるため、「目を覚
ましていなさい」と繰り返し警告されます（13章35-37節）。しかし、耐え忍ぶ者には救いが約束されてお
り、選ばれた民が集められる栄光の日でもあります。「その日はいつですか」という質問に対し、イエスは
「決定的な日はいつか分からない」と答えつつ、弟子たちに福音を伝え、神の国を待ち望むよう求めていま
す。これは、裁きの日であると同時に、光と救いの日でもあるのです。

結論：柔和な王と新しい神殿の到来

マルコ福音書13章は、柔和な王であるイエスが新しい神殿（教会）を建てるための予言です。11章から13章
を通じて、イエスは権威ある王として偽善を裁き、知恵によって神の国の真理を明らかにします。13章で
は、神殿の崩壊と終わりの日に関する預言が語られ、弟子たちに忠実さと耐え忍びが求められます。偽予言
者に騙されず、真の予言者であるイエスの言葉に従うことで、神の民は救いへと導かれます。この章は、
「その日はいつですか」「どんな印がありますか」という質問に答えつつ、柔和な王と新しい神殿の到来を
告げる本物の預言者の言葉として結ばれています。イエスは、裁きの日が来るまで弟子たちに悔い改めと神
の国を待ち望む姿勢を求めているのです。
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